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研究被関紹介

国立農業経済学社会学研究所（アノレジエリア）

じピntreNational de Recherches en Economie et Sociologie Rurales 

rn J、仁 i11のqi心から東南におよそ14キロはなれと所
にハ弓キとヤう町がある。近郊農村地帯の＂） faで人riが

色、速にふ〈れあがり、わずかばかり建てられと公Kイi宅

もたむまち週街屑itでスラム化LC¥、う J 研＇）＼：「」！？は出 i治、

心l千ロlE ど工 Iレ・ p 、ラソ乙コに寄＇.，，た ~tJよ去の－fr！にあ

,J -; Iiウ/:illと果樹閑に陪七Et1亡、県道を ii時！日jむきに

i泊るノ、ての工L/ ／百tとどカ、なL、A 人t，カ込 J

務II年間は，車ij8 R寺から夕方6H寺まぞで途，1,3時間の昼休

みを左マ〉ているが，とこでは休憩なしに午後2侍半から

:lll寺まむ働きつづける3 休憩なしだからむろん食事もし

ないjJけで 1年中断食Jiのようなものだが，立地条件と

1?rnの希摂でそうしている。

ll 

II「ん了w、るt占物；上、 Ill昔是場 l:1う，，巳、子♂）たii、にil'＇ご，許－ 1す1敷 ζ，l可占4農γ岸｛況一究IザIの1Jr1是として栄転し亡b、つfこBoucl l 
、』変l；し iみこσ）；土l9ti2'1だと L、う l》， ！ま i）、 二（，

f土、；，1r,1:n'i戸 1111 主でア •c ン工，， ）＇カλjlj：、7一「ι〉とjιrJてL、な ,J、Fなirrの/JJ身で，奨学金fを受けて工，l,.ノ、ラソシユ lll1 

/,' jぺ7：ヘ JトIノ：心、；t独立しごも，経営をつはf•,,IL;:, ,I:' l ：／；，カレ）にある国立農学校をと卒業し，フラ〆 1の）；！／；

: l仁、 L' fこのどん ；！ ,, j対1i/1；二よ， C；し J止i主戦守防川；主 d向Ufitげrc 1 {,_ 'reの研修を受けた。養鶏iこっL、亡の論文
I七／11空か「＇－－， ; シス人コロン；こよイ〉新民i;'t'tJI主任が殺 を,i：：し、山、るがii/f先行とし亡は未知数，しかし行政的能

11,,x L：い；：，し『＼litidja半g1予Ft S'Jft－；－）‘til)q: t,~ i｛［土 F C )Ji土1-Jjにも J Pごいる。

新l主J役＇，4:がなくなる引がふつうである , ' '' ,: I行kーにな〆、／こ MoncionI{ i上，コシベタレヂ

判I，＼、屋敷と：II/乏を、f二ぐて二J i-1；ん・；:c:i¥,:r'11i/J》，，iiん －）のソう， ＞六人尚家の/jjごめるが， j止（立運動に共鳴し

円、三fl梓があり、ブドヴ内；白治・，17などの民JJ，）見，，；＇tに とl95i;{f－に徴兵を忌避し，国外にのがれて FLNの奨学

つ〆八、てL心 罰百＇ff［晴l土900 、'7'.1 -・:.-r;_ l ぁ，fごと 't＇，としご p、／ガリ 7で農業経済'f:をClj攻したし独立後，

L、うわ「1守 二，／）あたりの多角経営地域とし ζは，ゥ、な，） 111,i t)!i‘士 Y Fン ζに，；Iき防げたが，かれは帰化してアルジ

プ）大島；坊である J 農場lτ；土、強立iをもっ 5v、く；iんで、 ι よ；ァ凶絡をと JたJ ノ「でもフランスに人同すると兵役

だが、 l%3年10月にアルjコ二 I)T政府が断行したコロ／ if i （？行と lて収監主れなければならない。かれは iク口

所有装地の凶釘｛ヒ措置により，民地./;.!lcJ坊を:1:',t償〈没収 経済学.FJEのリーダーでもあるが、研究行政；土苦子守あり，

され， i戻ながらに引き湯Jていったと L、う〉 1・15iのo;tfllJを試すために， n二五管理農場のw埋官として
会場地両党となi也はe業「埼支場とし仁平I］月jさ才一l、fifL ＇，、 f動Lてな／：＿＼.、と！旦 J Jて，，、る（臼主管理農場2伺Oのうち，
昼数は研究所lこな，－，たが，占い｛主席にはコ口〆時代の史 成業技師の＂ti立をもっ管理官l土2人だけである）υ ア，G

場労働者5家践が住みつυているι ；ミ地の ・iiiは近く内 〆ノ工大学で経済学の学｛立をとるために社会主義農業下の

自主管理農場i二分け与えられ噌圭fこ長湯飲地内に上場手 労働j報酬制度につし、ての論文を準備している。

研究所が建てられた研究員は、ゾ迎会からの技術協力/A :¥ngot］＼，；は，独立i立前に農業お導はとしてアルジェリ

が多し、といろ！ アに赴任しときたフランス人で，独立後も力ビリ f地方

朝7時れときには 8H寺頃， 53年型と591｝ペリの中昭采 で｛動さつ＇.lけていたっフランス人であるが，政府間協定

用車が車寄ぜに走りこんでくると，研究1iJiの i~I が始士 による技術協力nr-はなく，現地雇用の外国人というこ
る。所長をふ（：めて研究員12名，研究補助氏およびι！if;; とで絞術協力民としての特典もなL、L，アルジエリア人

員10名前伎の大'I'，：土7，レジヱ市内に11ゾν？ヤるのと＼研 とLての権干すもないが帰化する意志、はなく、当分の問は

究所のI巨で送り迎えしっ、るわけだ。研究~iのう九 5 人 帰国するつもりもない。 1J1f也ti業にくわしく経験からえ

は｜’i家用車ですこし遅れてやってくる。ふっち官庁の玖 たE；かな知識をも J Jてνるι
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ーがーここ古川一ー竺＝＂＇＇ 主ごいて7,lc＇二，~，三＂むとポヱ立山内宗明中「二か研究機興紹介 判中山＝＂＂＂

Perret夫人ft, アルジェ大学の経済’戸部を卒業した典

型的なγラブ美人ゲイフ。の女性研究者であり，フランス

入、／Jたとの間仁三人の子供があるが， 子供を人に頂けて

仕事i'つづけてv勺。婦人の地位は一般的には低ν、が、

高等教育をうけた女性が結婚後も育児とともに仕事をつ

づけるのは，アルジェではむしろあたりまえであり，彼

女の上うに研’吃l隊についでレる例も多＇＜， L、管理職に昇

進して学歴のない年長の男性を部下として使ってヤる例

もみかける。

FanrJu氏は乍，jコメ政府の奨学生としてパワに学んだ

が，暖房なしの冬を過ごしてリュウ7 チにかかり，療養

をおえた後，より緩かそうなアルジエリアにうつづてエ

ル・ノ＇ －－；ツシ←Lのl詞立農乍校で農業技郎iの資格をえ／こ

アルジエで看護学校に通う同郷の夫人にf建学生の資格を

ゆずつたが，幸いに研究所に採用され，！漁業経済の実地

とJ史学研究所のi笠公につU、て学んで缶、るr ダホメ政府ポ

アルジエリアの政策傾向を好んでいないために，本国に

帰国しでもあまり高い地位にはっけなヤだろうと考えて

U、＜，.

7 クロ経済学班は，Bouchtata氏がリーダーだったが栄

転後フランス人 Cooperantmilitaireである Pouliquen

氏と Hy氏だけになってしま r、た（フラ／スでは，義務

兵役制があるので男子は必ず兵役を果たさなければなら

ないが，高等教育を受けている青年には猶予の特典があ

る。卒業後もどりしても鉄砲かつぎの格貯をしたくたい

育年がえらぶのが，技術協力員として17カ月の海外生活

を送ることである。この人遣を CoopfrantMil‘ta守reと

呼んでL、るが，京事協力員ではなく，兵役がわりの技術

協力員という泊、味である〕。

Pouliquen氏は，パリの国立農学校出の農業技師でパ

リの農学研究所に就職したがサ二つの農学研究所開の協

力事業の一環として，また本人にとって：土兵役のかわワ

に，アルジエリアに派遣されてきた。学生時代からアフ

リカ人学生の文化サークルにげi席してずノリカへの関心

をれ Iていたが， 7ソレジェリ --r関係のi立を読みあさり、

アルジエリアを理解しようとしている議論好きの学究で

ある 柑年10月に期限が満了し滞在期間の延長を考えと

が健康が思わしくなくフラLスに帰った乃

日y氏は卒業したての農業技師で，研究所で働くかた

わらア『レジェ大学に登録して経済学を往んでいるハ政府

間協定によっご --y：レジェ大学の学f立は7うンスでも通用
するから，帰国後の就職条件を有利にできる。パリの農

学研究所に採用がきまったので，期限満了後も着手中の

研究計画が一段落するまで滞在するつもりでいる。 Pou-

liquen氏の帰国後は，かわりに来た経営学専攻の若い

C刑事正rantMilitalreとグループ。を組んでいる。

[:l本からやってきたわたくしも，マクロ斑に！1nえられ

たが，これはわたくしの関心がマク口経済学的問題にあ

ると判定されたためで，実際の仕事には参加しなかった。

滞在期間社、｛泌年から？？そ年9月までの 1年半であった。

社会学班をひきいる Chaulet夫人は，アルジエリア

生まれのブランス人であるが，アルジエリア共産党の活

動分子であ P》た夫君 Chaulet医師とともにヲ独立後ア

ルジエリア閣絡をとった。アルジ且リア人のなかで育っ

たために（というのも彼女の両親がアルジエリア人と遊

ぶのを禁じるというコロンの習慣にしたがわなかったの

で〕，アラブ語を理解するよ二とができ，どちらか王いうと

理論家肌の彼女がフィルド調査をするうえでのこのうえ

な十武器にな r》てし、る。 1人の子供ーがありながら，アル

ジ広大学で i~Lアフリ力農村社会学j の講義をもち，バ

リ大学に提出する博士論文の準備をしているo行政上の

r能もあ，Jて所長代理の任にある。
Tzza f¥;;lt，学歴がないために研究檎助員として待遇さ

れているが，朝夕の送迎自動車のなかでもいつも読みか

けの雑誌論文をかかえている勉強家である。

社会学班には，シリ γ人技術協力尽の Fahme燐，生活

のために学業をときどき中断したためにアルジ且大学社

会常部に宝だ在学中の Dahmani氏がいるが，AARDES

に出向しているのでめ ＇） fこに顔をみせない。

研究補助員のなかには，独立戦争中テロリストだった

をいうカピリイ生まれの Ainouz氏，楽天家の Bourne-

rlie四氏，地方の農業試験所長として転任していった

Hammadi氏，ついに名前をおぼえそこなった2人を確

認できるが時々増減があったようだ。かれらは Cherch-

eurバに対して Agentstechniquesと呼ばれてし、る。

これに2人の事務員 Bouyahiaoui氏と Aouimer氏，

タイピストの Baya嬢， 2人の運転手，以上が研究所の

全スタッフであり，研究所の活動はこの人達によって進

められている。

理

ミクロ経済学班は， Mitidja平野の自主管理農場37を

とりあげて詳細な経営調査をしている。 Mitidja平野は

ア／レジェ市をとりまくヨーロツノミJ人の入植中心地であ

り，アルジエリア全体からいえば，むしろ特殊な先進的

興業地域であるが，調査計画が方法論を開発するための
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研元i識蕊紹介

］二m;,;,w,j合としてのMJ；与をもっているのと地f照的便宜か 〈／〉プー苧；土佐ま J Pてし、てラノプラ 7と去を作・ては， Lき

,-〉さしあた－，て，；1.¥i'r空汁祭地吠Eしご選んだ， iロ，]1也iv売のi'I kに；義弟IをしてL-t士、

i:'.f理t{'!}i t可およそ1so；王どであるが，作日に工 1守ノ ノケ日経済学長！？の一子、 7 は，斉産とくに養鶏用の配｛＇，

lご，~ t)i_／乍経日町名 flJ結伝？果樹単作経’i'~ の；t ケ，.－－－ -i＇仁 川1ぞい）／許可給条件についてであり， ミクロ斑とは度後内容

川十， f干ゲ／トープから無作為地II',C':lGの：k'zt誌をと：JIJ¥L lのi話係がなU、G 理論的準備にかなりのIf寺院をかけてい

三ぷ可その後珂完全希望する農i坊があって？，7にらえた t 1~ 右：．やがて配｛，飼料の製造工場や販売会主iにけ！かけて
j こでのH1, n'JIJJ倶j号ii，作付市段、 生在高 l~Zつもt'li, い； tうになず、た。飼料産業にもちょらど同行イヒの波が

物資と労働♂）内入山などを」＇；£の様式で記録 Lぅ 戸ーゲ おL!ffせた時で，責任Itに会うのがむずかしく，f主えても

:t簿芯協同刊行；ニi芸人れサ 5「》；こ全国に；l/;1i)iあら簿ft: 6fff'il'l-l_,j＇も資料をそ pてし、なヤ二とも珍しくな，，，とわ

けン 7ーに上〉ご；fF-;H 1;¥lf当C'氾fi[!.'I:れ；：， m仕rtJ号-dF'. ごと守ヂーヲのi収集に頭をti主主せてし、るο がi人l-－＜んで

＇＇.］についでは それ「〉のギ一々全Wfl'l1J にft~n＋でど；；， は［6］係に高己合飼料の研究を手がけてし、るSONATRACI-I 

三とが要4く－＂＇h<L、もc ほとんどの数千it、i宍得、円安打 C 6itl1製品‘天然ガスの運搬と版売を独占する国常会社）
戸 ,t：：ベに記人しぅ地 IJ民主事f号f行を＇＇ －ごとンヤーに送！ の研究ゲルーブ。と接触してし、るが，機関としての協力｛－！，：

~ L；札研究1''1＇ーかん 11：かけてヤ J , C 1rit主主めること I,払 ；ち！Jはない》しかしフランス人技術協力艮がほとλどの問

うし、区、要が l寺、れlf,1'r々 二子工ノク rをする 二，nfV'!: ii: ;r;. 係！究開にいるのでそのってをたよぺて必要な？青報を手に

.，己Jι ケーと；1:-[,,J，：：，や ｛コ、るのでセンケーの収：1t W: ,, tiるこどができるのデータのを!l,J!f!i土，：l班共同で使－，

j誌を巡［可LCプン卜 r1-,t,にあたる｝ 日、ふ if ，の電動~;1\i機でしなければなムなレし縞助

Lそが， -~ ＇ケ口 J!JC川！：・in士電算機カ‘人：：：とき Fて ← 作業そしてL、た会主！｛系が自動車会Hに就職LてやめてL

'I士分析 J-勺ことがJ:ii l 三日計；IiりJ!ヰft:Jそれを係i行／－ f ノ吃ので，今は補助fl_ιL、な＼ '' 

ぷ，：こや lていぞjとい Jんほうが心、 '\fitidj日刊~fの凶 ；！：会学班は、 ミクロ班と lnlじ工うに Mitirlja平野のi’i

J問主で：t70～/l()¥-II；士札るから 乗用収でiU短jるのに よ管理r：ミ平i；を誠査してL、る。 ;;'k場のi軍宇fの実際， ・Jr.1宅主，y
II'{ ll司カ：う通／）、』i1 11 f ～ j~J廿 L 力為てた！三とウ1 で当 t, ｛必jf号《（！）fj：品l調査な！！’経済ぞi毛FJfとl士掃i完fドJt..＿調査項nで
！唱、つ l》erretJミ入、そr；主：と研究fl}tアヲ＇ .mがi町長で：tt; 1:1び〉｝先場1と調査してし、るc 昨年の夏休み中に調査貝と L

いので、 rffil！子；・会えだけで丹、く、 t~ ': ;{ 'ff＂；尽ri:ff々 て.，.'l・ゾー大学の学生を動nLたが．平常 l土， Chaulet 
/i.l呼係に質問する必B廷がある時に；士、 '1(,;h＇.と I-c研究M'. K人と Tzzaiミだけなのでなかなか思うに主かせたL、
JIりはそ連れで1、かなけれげな「》た＼ ',, ；；・？ヘ／し研究術的け が、 ミケロf,Jfとl’！動車を融通しあっ亡は祭場にllJかけて

三げでデーノノqzJt:::，，、イ三と f，あろっ ¥ < 
'i't上品を訪問す：：，11寺（ゴt‘±勺「 iカAt: :hi1H卒；守「：：と ） 

h：’ Tl'ff!1¥i；：；王！， 斗 （＇） i丹Jt←C'I I＇，汚忌：十て Lt ？で句そ駄！ιに（（ ]IIば告；，iJカq、母Lて， ！＼J¥I之Dl-:s(Association Alg,:rienne 

：！二どもM,-:c；士た！旬、十 【店VH-J匁r,'lcJ尽に；士、滞空にW,11: pour la R町 herche Demographique E,onorniquc et 

せろだ；／1に，；，，，I楠Ji)j[lが同校で陀lh~ ,ltて，，、るが、 fて So口ale）と協力体制をくんでいるが，研究所からは Fah-

Lいff理rr：二と ,C局一任i士f「liが L・える（fかりでj主惑て me /)ff!:: Dahrnani氏が専イ壬で参加L,Chaulct夫人t

LI！・えいが， f目、に；士調査以と意QI,ど－::z:挽 Jふれそ唆jし 1111わ，ている。 1M1.::地時代からはじめられた l)ipense

Jょにし口、心人 j,いう上ワだに 《i‘EquipementRural (Community Developmentのフラ

海！？己ィーン～－）＇.，山ヰミミ，，士ずの情報が Ii寺川'tilうことか ンス，m市えとい戸 pた人よいだJらう）の公共投資計画をつく
あ（J，そ.－，十ζ｝ど＼fondけnfたが－10守口：tfdt 1千 Blttbに るための予備調査がその基本的目的であり，アルジ工か

あるとンケーに：！＼／）.げてい，ててどj模十うが それぞ •P\' f》！均に7f)キ口ほど離れた Lakhdaria(IS Palestro）をi泌

がい／；、i;，，、と， この，，同九，ii1i1iのノ、い1；で車、＇.，； Jptti,i,子、I,,; fr k.J領地とし亡遺んだが、 ｝］／tiア〉問題で凶燃にぶつか

に介人をj{i_紅、ナヨ二とにたる（誠hi士、 t::iセ－i>'C:＇；ρ；q交 Pているとのこと。

/) f';: :I:経済学研究室ど t協力してやっとL、るので‘：1'f!・ J.'.I. Ln :i :/1レ－f以外にt，フランスの良二f行 Lamoー
セ主として理論的問題点についてH{;-r_l:-会を！？号し けerl'[ncamps氏が研究所に符を置いて，もう 1人のフ

iifi｝王の結果；i士，印｛f-') / J ＇主でには全だ生とめ t》れてし、 弓ンて入社会学青と共同で Ahadala地方の；＇J!l:rtをして

なか Jたが， 19fi!i～67、］り67～i_i,'¥(J）：っくり午喧につレて L、：.－ モロッ CJi苦境に＿，/iい半乾燥地方ーの Aha【！alaに今
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年大ダムが完成したので，濯縦の開始にともなう生産権

造の変化を調べることを図的化やはり計阿総局が指揮し

てはじめfこ什画である。

IV 

1カ月に 1回，会合を開き，各グ／レーブ。の作業の進捗状

況を報：与しあうことにな y ている。 ミクロ経済アニ斑と社

会学班とはr'i主管理農場誠ーをについて補完（l'Jな作業をし

ているが，収集したデータを共同利用することにしてい

て，研究補助員の Boumedi企ne氏が保管係に指名され

ている J しかし，作業i↓！のたまのデータとりも分析した

結果をみせ乞い研究者気汚がここの国にιある上うで，
社会学市のヰータは Iz口氏が保管している この会合

では，方法論上の議論もするが，さまざまな議題も提出

される。 Fanou氏の提案で飲物の「消費協同組合」を作

ったのもその一つの成果ーであり，断食に悩んでL、たわた

くしも；号んで温合員にな｝たc

研完補助員はこうした主命に参加せず，一つの身分の

うえには，はっきりした序列がある。それぞれグループ

の内では調査方法や結果について活発に話しあっている

が，研究はが指示し補助はがしたがうと L寸 IJ~HIJは，す

べてから夜，，？，され，す〈なぐとも表面的には疑いをもた

れていない。したがって研究補助員は適当にさぼり，事

務員とともにないはずの休憩時間を作って昼食をしたり

庭で午峰し吃りしている。

研究はの不足をどのfJEでも感じているが、選任者と予

算がたいために増員することができない 研究員のなか

には，農業省の審議会にエキスパートとして参加してい

る人が多いし，学位をうるための準備をしている人もい

てみんな忙しそうにしてヤるσ 手近には研究祐助員を訓

練する二とだと思うが，学歴のかべはなかなか破れなL、

らしし、。

研究所には予算上の自主権がなく，自動車が故障した

りして必婆が生じると， Mondon氏が，上部機関である

国立農学研究所に出かけてしぺ。人員の問題でも Bou-

chtata 氏lこ指示をあおいでいるし， Bouchtata氏l土

Bouchtata氏で何かというと所管官庁である幾業省に交

渉にいかなければならない。

研究計jil1ii三ついても厳1ねl三L、えば自主格がたい。そも

そも白L作理農場の調I船上研究所の設、＇［fl 1'1なそのもの

であ－，とようだ。国立摂学校のなかに築業経済学，社会

学の研究室があり，独立以前からも2～3の調査報告書

を出していたが，それを母体とし国立農学研究所の所管

にうつして67年11月に研究所を作った直接の動機は，自

主管理農場が，いろいろの面で障害にぶつかったことで

あり，おそらくい：＋11l1J総局（すなわち財政・計画省）が主噂

し，国立農学校（文部省〕，国立農学研究所｛農業・農地

改革省〉と協議してのことであったに違いない。実際の

作業計画についてもそれが共同調査であるために計閣総

ruの介入なしには作ることができないだろう。伝統農業
全子ーマとして選んだことについても同じことがいえ

ー7クロ経済学班のテー7は， Bouchta包氏のI，［みが
反映しているが，わたくしの質問に答えて畜産の発肢が

アノレジエリア農業の最大の課題の一つであることをかれ

は強調してL、た。役に立つ研究でなければ宮庁を動かす

ことができず，官J）＇を動かさなければ予算がとれなくて

実現できないという条件がこの閣にもあるのだろうかω

（この研究所を一つだけとりあげて研究機関紹介とし

て報告することについてわたくしはしばらくためらっ

ヒそれにはアルジエリアにおける社会科学研究の＇ JJ>f,'i

ぷ恥まりに日本に知られていないからである。その結果

このような形式を選んだ。わたくしのために助言と援助

を附しまずに与えて下さった研究所の方々は，この意回

全Jんでぶしつけをど海容いただきたい。〉

ふた’＇.t¥,11( 1査員 ？守伝 統〉
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